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看護部長・副病院長
（認定看護管理者）
眞榮城　智子

　本院は、沖縄県内唯一の大学病院かつ特定機能病院として、高度で質の高い医療の
提供と医療人の育成を使命としています。看護部では「知識・技術・思いやりの心」
の 3つの輪をシンボルマークとし、「専門的知識に基づいた看護実践を思いやりの心
で提供する」ことを理念に掲げ、日々進歩する医療に対応した専門性の高い看護の実
践を目指しています。
　2020年から続く新興感染症は、2023年 5月には感染症法上の「2類相当」から「5類」
への変更が表明されました。3年の長きにわたる感染対策が終わることの期待の一方で、
院内での感染拡大につながらないかなどまだまだ感染対策のあり方を検討することにな
るだろうと思います。この3年間で、孤食というスタッフ間での交流も厳しく制限され
ました。たわいのない経験談から先輩看護師の大切にしている看護観を伝えるなどして

きたスタッフにとっては、もどかしさも感じてきました。その中にあっても、看護の現場で「できることは何か」「何
が最善か」と大切にしている看護を言語化し伝えることで、互いの成長を促し、安心・安全な看護の提供に努め
てきました。ストレスフルな状況ではあっても、上司や同僚のサポートが充実しているという評価も得られてい
ます。
　新人教育体制では、集合研修と現場での実践が連動するよう、新人教育サポーターを中心にスタッフ全員が新
人教育へ参画し、現場でのOJTを強化しています。今年度より部署ごとの大切にしている看護についての学び
を深め、看護観の醸成とキャリア計画につなげるべく、院内留学研修を計画しています。大切にしている看護を
言語化しリフレクションすることで、看護師としてのやりがい感につなげていきたいと考えています。目標管理
においては2021年度からBSCを取り入れ、看護の可視化の充実を図っています。リンクナースの活躍は目覚
ましく、除痛率の向上や褥瘡発生率の減少にむけてのケアの質向上を感じています。
　VUCA（予測が困難な状態）時代であっても、最善を考える、できることを考え行動する、求められる姿を
想像し柔軟な考えで作り上げていく、互いを信じ助け合うことが強くしなやかな看護部を作ると信じ、共に歩ん
でいきたいと思います。

「専門的知識」に基づいた「看護実践」を「思いやりの心」で提供する
看護部長のあいさつ

看護部理念

看護部の基本方針

2023年度 看護目標

専門的知識に基づいた看護実践を思いやりの心で提供する。

１．健康のあらゆる段階に対する全人的看護の提供
２．高度先進医療における看護技術の開発並びに患者のQOLへの支援
３．患者中心の医療提供のための他部門との協働および地域との連携
４．看護の質向上を目指した教育・研究の実践と業務改善
５．働きがいのある職場環境の改善とWLBの推進

１．看護独自の機能を発揮し予防ケアを強化する。
２．倫理的感性を高め患者・家族のニーズに答える。
３．安心・安全なタスクシェアの推進を図る。
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看護部の組織

看護部長 病棟部門

外来部門

中央診療部門
実習担当師長

教育担当副師長

副看護部長（安全）

副看護部長（経営）

副看護部長（業務）

副看護部長（総務）

21

■看護部から看護師を配置
　自己血採血室
　治験管理室
　病後児保育室
　総合案内
　シミュレーションセンター
　キャリア形成支援センター

経営担当 副看護部長
小渡 清江

教育担当 副看護部長
（認定看護管理者）
饒平名 かおり

業務担当 副看護部長
伊良皆 美香

1 人

認定看護管理者

専門看護師

認定看護師

639人5人 26人 64人 522人 10人 11人 69人

がん看護
急性・重症患者看護
慢性疾患看護
精神看護
がん化学療法看護
がん放射線療法看護
緩和ケア
糖尿病看護

3 人
3 人
1 人
1 人
1 人
3 人
2 人
2 人
1 人

 感染管理
皮膚・排泄ケア
慢性心不全看護
摂食・嚥下障害看護
認知症看護
糖尿病看護
集中ケア
新生児集中ケア
12 領域

認定看護師

認定看護師　計

6 人
5 人
2 人
2 人
2 人
1 人
3 人
1 人
30 人

専門・認定看護師数

看護師数

領域別資格取得者数

2023年 4月 1日現在

　 　

特定行為研修修了者

糖尿病療養指導士

呼吸療法認定士

心臓リハビリテーション指導士

HIV コーディネーター

NST 専門療法士

NST 専門療法士実地修練修了者

第一種滅菌技師認定

認定排泄ケア専門員

口腔ケア認定士

リンパ浮腫療法士

自己血輸血看護師

臨床輸血看護師

消化器内視鏡技師

ACLS・ICLS

NCPR

アドバンス助産師 ( レベルⅢ )

人工心臓管理技術認定士

腎臓病療養指導士

インターベンションエキスパートナース

29 人

10 人

7 人

3 人

2 人

4 人

150 人

1 人

2 人

17 人

2 人

2 人

2 人

4 人

21 人

18 人

7 人

2 人

1 人

3 人

安全担当 副看護部長
吉永 成子

総務担当 副看護部長
（感染管理認定看護師）

富島 美幸
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専門・認定看護師の看護活動
急性・重症患者看護専門看護師 慢性疾患看護

専門看護師

集中ケア
認定看護師 

がん化学
療法看護
認定看護師 

緩和ケア
認定看護師 

慢性心不全看護
認定看護師

精神看護専門看護師がん看護
専門看護師

集中治療部
看護師長

具志 香奈絵

９階東病棟
看護師

玉城 雄也

９階東病棟
看護師長
上原 泉

管理室
副看護師長
外間 太樹

（特定行為看護師）

集中治療部
看護師

具志堅 一希

外来化学療法室
副看護師長
里見 雄次

7 階西病棟
副看護師長
難波 綾乃

8 階西病棟
看護師

諸見里 真

緩和ケアセンター
看護師

棚原 陽子

９階西病棟
看護師

中村　翼

安全管理対策室
看護師長

阿嘉 直美

7 階東病棟
看護師長

玉城 賢志
（特定行為看護師）

5 階東病棟
看護師

金内 和昭
医療情報
看護師長

多和田 慎子

緩和ケアセンター
看護師

砂川　華

緩和ケアセンター
看護師

狩俣 勇斗

　緊急度や重症度の高い患者に対して集中的
な看護を提供し、患者本人とその家族の支援、
医療スタッフ間の調整などを行い、最善の医療
が提供されるように支援しています。臨床判断
能力の育成支援として、病棟看護師と重症化リ
スクの高い患者の病態把握、看護行為を検討し
ています。

　また、呼吸ケアチームの一員として病棟ラウンドを行い、安
全に呼吸ケアの管理ができるよう助言を行っています。

　慢性疾患の中でも循環器看護のスペシャリ
ティを活かして、主に心血管疾患患者を対象と
した慢性疾患ケアの充実に取り組んでいます。
心血管疾患は、長期的な経過を辿り、憎悪と寛
解を繰り返しながら進行していくため、患者さ

んの病期や予後、QOL などを考慮して、患者さん・家族が望
む療養生活が実現できるように支援しています。

　がん化学療法を受ける患者さん・ご家族の身体的・精神的・
社会的状況を包括的に理解し、安全に安心して治療が続けられ
るよう専門性の高い看護を実践しています。また、がん化学療
法看護に関する院内研修を行っています。 

　患者さんの痛みやリンパ浮腫などの身体および精神的苦痛の
緩和、家族のつらさの軽減など早い時期から介入し、患者さん
が安心して自分らしい生活ができるように心がけています。ま
た、 患者さんが安心して病気と向きあえる体制作りに力を入れて
います。 

　病棟・外来を
問わず横断的に
活動しながら、
がん患者さん・
家族、医療スタッ

フからの相談を受けています。患者さんが、がんと闘いながら孤立
せず、自分らしく生きていくことができるように多職種との連携を
通して支援をしています。 
　特に入院時の痛みのスクリーニング実施とインフォームドコンセ
ントへの同席を強化し、患者さんの意思決定支援を行っています。

　入退院を繰り返す患者さん
に対し、症状コントロールに
必要な生活指導と服薬指導を
行っています。
　また、心臓リハビリテー
ション指導士と連携し、在宅

療養が継続できるようにサポートをしています。病棟スタッフ
へ実践指導や勉強会などの教育支援を行っています。

　リエゾンとはフランス語で、連携、繋ぐを意
味します。サブスペシャリティであるリエゾン
看護の連携は、身体と精神、患者と医療スタッ
フなど橋渡しを意味すると解釈できます。
　リエゾン精神看護師として、実践だけではな
く、精神看護の学習会、看護研究支援、医療スタッ
フのメンタルヘルス、倫理に力を入れたいと考
えています。

　ICUに入室さ
れる患者さんの
身体的・精神的
苦痛の緩和を図
り、早期回復へ
の支援を行って

います。特殊な環境下にある患者さんが回復と自己コントロー
ル感を実感できる看護を目指しています。また、患者さん・ご
家族とゴールを共有し、多職種と互いに専門性を発揮し協働し
て関わっています。
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救急看護
認定看護師

がん放射線療法看護
認定看護師

感染管理認定看護師 

皮膚・排泄ケア認定看護師 

摂食・嚥下障害
看護認定看護師

糖尿病看護認定看護師 新生児集中ケア
認定看護師

認知症看護認定看護師

救急部
副看護師長
又吉　努

放射線治療室
副看護師長
西銘 千美

放射線治療室
看護師

宮城 智江

管理室
副看護部長
富島 美幸

キャリア形成支援センター
看護師長

平良 智恵美
（特定行為看護師）

感染対策室
副看護師長

眞榮城 咲子
（特定行為看護師）

外来
副看護師長
平　洋子

10 階西病棟
副看護師長

新崎 真由美

褥瘡対策室
看護師

翁長 浩一郎
（特定行為看護師）

集中治療部
副看護師長
伊徳 清貴

感染対策室
看護師

鈴木 聡美

感染対策室
看護師

渡慶次 道太

救急部
看護師

菅　力也

褥瘡対策室
副看護師長

仲宗根 亜由子

医療福祉支援センター
副看護師長

神村 美奈子

10 階東病棟
副看護師長

下地 あずさ

集中治療部
看護師

又吉 桃子
（特定行為看護師）

NICU
副看護師長

与那覇 和美

９階東病棟
副看護師長

知念 さゆり

看護師
知花 紫維菜

　救急看護は、急な病気
やケガなどの緊急度・重
症度を判断するトリアー
ジをはじめ、危機的状況
にある患者さんへの救命
処置や精神的ケアなど、

その役割は多岐にわたります。現場で実践
モデルとして活動を行うとともに院内研修
で技術指導を行っています。

　放射線治療に対する不安や副
作用による苦痛を少しでも軽減
できるよう患者さん、家族へ支
援を行っています。また、治療
が順調に実施されるだけでなく

生活の質が低下しないよう、医師や病棟看護師、他部門との調
整役も担っています。

　患者さんや医療スタッフの感染予防
と対策を行うため、組織横断的に活動
しています。手指衛生の推進や職業感
染予防、教育活動などに携わっていま
す。 
　特に力を入れているのが医療関連感
染サーベイランスの実践であり、医療
関連感染予防ケアの質の向上を目指し
て活動しています。 

　外来や病棟で患者さんにケアを行う一方、
スタッフからの相談対応、定期的な勉強会の
開催、褥瘡対策チーム回診等を通じてスタッ
フ教育にも携わっています。患者さんの快適
な日常生活のサポートを行えるよう知識・技
術の向上、ケアの開発に取り組んでいます。 

　摂食嚥下障害のある患
者さんのケアに取り組ん
でいます。口腔ケアや食
事介助を通じて患者さん
の生命力の復活と疾病か

らの回復を図っています。他部署からのコンサルトなどに
も積極的に介入し、口腔ケアや摂食ケアに必要な知識とス
キルをスタッフへ伝え、ケアの向上を目指しています。

　糖尿病とともに生きる
人がその人らしい生活を
送ることができるように、
様々な医療従事者が共に
考え、共に目標をもって
サポートを行います。そ
の架け橋となれるよう、
多職種と連携してフット

ケア外来や透析予防外来で活動を行ってい
きます。

　急性期にあるハイリス
ク新生児の身体的ケア、
および神経行動学的発達
と親子関係形成の支援を
行っています。新生児と
家族を中心とした医療・

看護の提供を目指して、両親に学習会を
開催、新生児の生きる力を家族、スタッ
フで支援する体制作りを行っています。

　認知症者の意思を尊重するこ
とを目指し、認知症をもちなが
らも安心して治療が受けられる
よう支援しています。
　また、退院後もその人らしく生
活できるよう、患者本人とともに
家族もサポートしています。看

護実践を通して、認知症者へのケアに必要な知識とスキルをスタッ
フへ伝え、病院全体として安心できる看護が提供できることを目指
しています。

目的
・術前、外来でストーマに関する情報の提供
・入院中、患者・部署スタッフへセルフケアに向けたサポート
・退院後、社会復帰に向けた長期的なサポート

【対応看護師】専従看護師１名・専任看護師１名（皮膚・排泄ケア認定看護師）
【開 設 日】消化器：月・水・木　9:00～ 16:00　泌尿器：月・火・金　9:00～ 16:00
【開 設 場 所】診療科外来

ストーマ (WOC) 外来

Wound
　褥瘡などの創傷ケア
Ostomy
　ストーマケア
Continence
　失禁ケア
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看護体制・勤務体制・看護方式

看護体制

勤務体制

看護方式

病床数　600 床
一般病棟看護配置	 7：1	 急性期看護補助体制加算	 25：1
精神科病棟看護配置	 13：1	 看護職員夜間配置加算	 12：1

2 交代制（全部署）　日勤 8：00 ～ 16：45　長日勤 8：00 ～ 21：00　夜勤 20：00 ～ 9：00

パートナーシップ・ナーシング・システム＜ PNS ＞
パートナーシップ・ナーシング・システム（以下、PNS）は、安心・安全な看護の提供方式として福井大学医
学部附属病院で開発され、当院でも 2013 年から全病棟で導入しています。
　看護師が安全で質の高い看護を共に提供することを目的とし、２人の
看護師が良きパートナーとして、対等な立場で、互いの特性を活かし、
相互に補助し協力し合う看護提供方式です。
　２人の看護師は、毎日の看護ケアをはじめ、委員会活動、病棟内の係り
の仕事に至るまで、１年を通じたパートナーとして、その成果と責任を
共有します。「責任」と「やりがい」を２人で分かち合う新たな看護方式で、
さらに右図のように補完の４重構造をもってサポートする仕組みです。 

パートナーシップ・マインド
Mind　心・精神・意識
他者に依存するのではなく、一人のプロフェッショナルとして自らの頭で
考え、自らを助く心の持ち様である。
パートナーシップ　「共に何事かを成す仲間との信頼に基づく対等な関係」
パートナーシップの３つの心　「自立・自助の心」「与える心」「複眼の心」

※ PNS の特徴
◆勤務の時は必ず受け持ち患者を担当することで、受け持ち看護師としての役割を発揮できる。
◆ペアでベットサイドに行くことで、先輩看護師の経験知や暗黙知に学ぶ機会となる（OJT効果）。
◆新人看護師は、先輩看護師とペアになることで、安心・安全な看護の提供に繋がる。
◆先輩看護師も、新人の丁寧な患者対応や気づき・フレッシュマンとしての感性に学ぶ機会となる。
◆個々の看護観やシャドーワークの共有が可能となる（看護観の醸成と看護技術の伝承）。
◆看護記録をリアルタイムに記載することで、医療チーム間で迅速な情報共有が可能となる。
◆勤務の定時終了で、超過勤務縮減とワークライフバランスの推進、離職防止に繋がる。

ペアで本日の作戦会議 ベットサイドでのケアと記録 リシャッフルによる業務調整
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キャリア形成を支える教育体制

ポイント 1

ポイント 2

ポイント 3

ポイント 4

新人教育

現任教育

　パートナーシップによる指導体制を強化した新人教育サポーター制を導入しています。新人教育サポーターが新人教
育の中心的役割を担い、全スタッフが計画的・段階的に指導する教育体制のもと、新人が基本的な看護技術を確実に習
得できるよう支援しています。集合研修においては、実践に生かされるように演習やグループワークに力を入れていま
す。また、フォローアップ研修等で交流の場を設け、新人同士の仲間づくりを支援しています。

　看護職員一人ひとりの持つ能力を活用し、患者中心の質の高い看護を提供することを目的として、クリ二カル・ラダー
による人材育成を行っています。集合教育においては、認定看護師による、フィジカルアセスメント研修、摂食嚥下研
修等に力を入れています。また、専門職として主体的に能力開発を目指す人材を組織的に支援しています。

　病院敷地内にクリニカルシミュレーションセンターを併設しており、臨床と同じ環境で看護技術等が習得できます。少人数のグ
ループ毎に指導者がついて、きめ細かな指導を行っています。

　注射や採血などの技術トレーニングです。どのような条件下でも技術が安全・正確に実施できるまで、本院の看護手順書に沿って、
チェックリストを使用し反復して練習します。

　急変時対応などについて、状況に基づいたシミュレーション研修を行います。実際の臨床の場面を設定（シナリオ）し、思考過
程のトレーニングを行います。チーム連携の強化（観察と報告）や患者さんへの説明、フィジカルアセスメントを学びます。

　当院では、領域毎の専門性を高めるために院内認定制度を導入しています。現在の認定分野は、ストーマケア、創傷ケア、感染管理、
がん看護の３分野で院内認定を実施しています。院内認定取得者には、自部署で専門領域の実践・相談・教育を行い、看護現場に
おける看護ケアの広がりと質の向上に貢献しています。

　看護ケアの充実と質向上を目指し、スタッフ指導や専門領域の院内研修を担当し実践力向上をサポートしています。専門・認定
看護師資格取得希望者に対しては、キャリア相談を行っています。

クリニカル・ラダーと新人教育サポーター制

シミュレーション教育

院内認定制度　Ryukyu Expert Nurse (REN)

専門看護師・認定看護師によるサポート体制

◎タスクトレーニングの実施

◎シチュエーション・ベースド・トレーニングの実施

充実した教育体制と研修プログラムを用いて、スタッフのキャリア形成を支援しています。

●認定看護師教育課程進学への推薦対象	 ●専門看護師(修士への進学）の推薦対象
●副看護師長への昇任対象	 ●院外長期研修への派遣対象　 
●看護師特定行為研修への推薦対象	 　（臨床実習指導者・専門領域別）

レベルⅣ（レベルⅢ修了者）　4 項目の研修
到達目標 ： コアグループサブリーダーの役割がとれる
●看護管理研修　●倫理研修　●災害訓練　●看護研究　●倫理事例検討会

1．新人教育サポーターの条件
1)	日常業務の遂行能力がある。� 

→クリニカル・ラダーレベルⅠ修了者�看
護師経験 3 年以上の者

2)	指導の基本的知識と技術・態度を身につ
けている。

3)	指導者として役割意識を持っている。
4)	人間関係が円滑で、健全な組織人である。

2．新人教育サポーターの役割・行動
1)	新人の学習ニーズと教育ニーズを把握�す

る。
2)	組織の目標や意向を充分に理解し、教育

担当副看護師長と協働し、新人指導計画
を立案する。

3)	グループ全員が新人の教育に関われる�よ
う指導や評価の担当者を調整し、依頼�す
る。

4)	新人の基礎看護技術習得状況を確認し、
習得に向けサポートする。

レベルⅢ（レベルⅡ修了者）　7 項目の研修
到達目標 ： リーダーとしての役割がとれる
●重症患者ケア	 ●事例発表	 ●接遇研修
●看護管理概論	 ●リーダー育成研修	 ●倫理事例検討会　他

レベルⅡ（レベルⅠ修了者）　12 項目の研修
到達目標：メンバーの一員として、受け持ち看護師の役割発揮と後輩への指導ができる。
●気管内挿管介助	 ●医療倫理	 ●フィジカルアセスメント
●深部静脈血栓症の予防（応用編）	 ●高齢患者の介護
●メンタルヘルス	 ●看護診断（上級）
●リーダー育成研修	 ●静脈注射実践指導者研修	 ●接遇研修　他

レベルⅠ（新人 )　21 項目の研修
到達目標：職場環境に適応し、日常生活援助に必要な基礎看護技術が習得できる
●基礎看護技術（移動移送・食事介助・経管栄養・口腔ケア・気管内吸引・酸素療法・エンゼルケア）
●スキンケア・接遇研修・インスリンの基礎知識	 ● BLS・感染管理・看護の安全
●静脈注射教育プログラム（基礎編）	 ●深部静脈血栓症の予防（基礎編）
●フィジカルイグサミネーション	 ●看護診断セミナー（初級・中級）
●消防訓練	 ●新人 6 か月フォローアップ研修	 ●新規採用者ナラティブ発表会	 ●看取りケア　他

新
人
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
研
修

（
教
育
概
論
、
効
果
的
な
指
導
技
術
・

　
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）

クリニカル・ラダーと新人教育
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基
本
的
な
実
践
能
力
の
獲
得

実
践
能
力
の
向
上

求められる
能力

求められる
能力

育成ツール
（プログラム）

育成ツール
（プログラム）

開発の視点

開発の視点

課題

課題

研修項目

研修項目

社会人・専門職、
組織人としての
基本的な姿勢と
態度の育成

看護過程展開能力

看護過程展開

重症患者ケア技術

静脈注射教育
プログラム

リーダーシップの
基本

新人教育
サポーター育成

研究的視点

基礎看護技術

基礎看護技術
■集合研修
 ・移乗・移送	 ・移動介助
 ・気管内吸引	 ・スキンケア①②
 ・エンゼルケア
■部署毎
 ・食事介助	 ・経管栄養
 ・口腔ケア	 ・酸素療法
 ・インスリンの基礎知識　・採血

多重課題・時間切迫シミュレーション
　（部署毎）

フィジカルイグサミネーション

医療倫理
メンタルヘルス
フィジカルアセスメント
気管内挿管介助演習
深部静脈血栓症の予防（応用）
静脈注射プログラム（実践指導者コース）

高齢患者の看護

食べるを支えるテクニック
（摂食嚥下看護研修）

リーダー育成研修（基礎編）

避難・誘導訓練

新人教育サポーター育成研修
①②③④

材料部実習（洗浄・消毒・滅菌の方法）

看護診断（上級）

深部静脈血栓症の予防（基礎編）

安全・感染対策
の基本的技術

・根拠に基づいた看護ケアの提供

・看護の視点と優先順位の判断

・看護者の倫理綱領にもとづく看護実践

・接遇の５原則、主体的に学ぶ姿勢
・看護職員としての自覚と責任ある行動

基礎看護技術の
習得

考える力と
臨床判断力

社会人としての
基本的マナー

リーダーシップ

・

・

・

・

看護観の
醸成

組織コミット
メント

静脈注射プログラム（基礎コース）
看護過程と看護診断（初級・中級）
看護の気づきを深めるナラティブ
接遇研修
看護の安全、ＢＬＳ
感染管理（標準予防策）
看取りケア

看護師育成プログラム

新人看護師育成プログラム　レベルⅠ

一人前看護師育成プログラム　レベルⅡ

新　人

メンバー

　新人看護師は、根拠に基づいた看護技術を習得し、基本的な臨床実践能力の獲得と看護観の醸成に
つなげることが求められる。そこで、社会人として基本的マナーを身に着け、責任ある行動がとれる
人材を育成する。

　一人前看護師は、メンバーの一員として受け持ち看護師の役割を発揮し、専門職として看護独自の
視点で、考える力と臨床判断力を身につけることが求められる。そこで、後輩への技術指導、メンタ
ル面でのサポートができる人材を育成する。

看護判断力考える力と臨床判断力
・看護診断、看護過程を踏まえた個別的ケアの実践

専門職としての看護独自の視点と責任
・看護独自の視点で全人的に患者の反応・生活過程
のアセスメントと診断を行い介入
・アウトカムに対する責任と主体性

倫理的視点で問題をとらえる能力

自助自立の意識を持ち主体性の発揮
・看護チームでは自立したメンバーシップの発揮

新人看護師への指導
・指導者としての役割発揮

課題達成に向けた自己研鑽
研究的視点での観察
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チ
ー
ム
医
療
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮

役
割
モ
デ
ル
の
発
揮

求められる
能力

求められる
能力

育成ツール
（プログラム）

育成ツール
（プログラム）

開発の視点

開発の視点

課題

課題

研修項目

研修項目

看護実践に
おける専門性

幅広い専門性・
予測的判断

倫理的判断力

看護サービス
マネジメント

・

・

・

・

指導力

倫理的判断力

看護診断事例検討会

倫理研修 6時間以上

専門領域スキルアップ研修
6時間以上

院外管理研修　6時間以上

看護サービス管理

災害訓練

倫理事例検討会

事例レポート発表

重症患者ケア（呼吸管理・循環管理）

倫理事例検討会

看護研究

リーダー育成研修（実践編）

看護管理概論

災害訓練

看護研究

中堅看護師育成プログラム　レベルⅢ

達人看護師育成プログラム　レベルⅣ

リーダー

コアグループサブリーダー

　中堅看護師は、患者ニーズとスタッフの能力を考慮し、安心安全な看護ケアの提供ができるようリー
ダーとしての役割が求められる。そこで、部署における専門的看護実践と多職種連携を図り、チーム
医療のおけるリーダーシップが発揮できる人材を育成する。

　達人看護師は、組織的な教育・研究活動を主体的に実践し部署目標に貢献できる。また、幅広い視
野で予測的判断を持ち看護実践するという役割が求められる。そこで、専門領域における看護実践の
役割モデルが発揮できる人材を育成する。

後輩を育成するための指導力

現任教育のリーダーシップ

チーム医療におけるリーダーシップ
・看護の専門性と自立性
・カンファレンスの企画と運営・評価
・患者に対する個別性、継続性のある看護実践の	
マネジメント

看護マネジメントの発揮
・現状把握と課題の明確化
・目標達成に向けたＰＤＣＡサイクル
・担当チームの患者に対する個別性・継続性のある
看護実践のマネジメント

看護実践における専門性
・看護診断、看護過程をふまえた個別的ケアの言語化
・領域ごとの専門性を高めるためのスキルの獲得
・患者・家族のセルフケア確立に向けた指導スキル
・倫理的ジレンマへの対処

幅広い専門性と予測的判断
・患者に対する個別性継続性のある看護実践
・自己の看護観・専門職としての自立性の確立
・倫理的視点を持ち、日常での問題点をスタッフに
フィードバック

看護研究に取り組むためのスキル

専門看護の探求力
・臨床への応用
・研究疑問を科学的に探求しまとめる能力
・看護研究のリーダーシップ

看護診断力

アドボカシー

看護過程展開と
実践言語化能力

リーダーシップ

マネジメントスキル

指導者育成

指導者育成

看護研究

看護研究
（企画・リーダー）

領域別看護実践力
（スキルアップ
研修プログラム）

アドボカシー
（人権擁護と

主張の代弁）
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２０２３年度　現任教育　－新人看護師育成プログラム（抜粋）－

4 月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

定
年
退
職
者
激
励
祝
賀
会

ク
リ
ニ
カ
ル
・
ラ
ダ
ー
申
請

看
護
部
新
年
会

基
礎
看
護
技
術
評
価
【
一
年
】

基
礎
看
護
技
術
評
価
【
六
ヵ
月
】

六
ヵ
月
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

看
取
り
ケ
ア

避
難
誘
導
訓
練
（
全
看
護
職
）

フ
ィ
ジ
カ
ル
イ
グ
サ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
研
修

消
火
器
・
消
火
栓
の
取
り
扱
い

基
礎
看
護
技
術
評
価
【
三
ヵ
月
】

基
礎
看
護
技
術
集
合
研
修
②

深
部
静
脈
血
栓
症
の
予
防
（
基
礎
編
）

安
全
・
感
染
管
理
集
合
研
修

基
礎
看
護
技
術
集
合
研
修
①

新
人
歓
迎
会

接
遇
研
修

中
央
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
四
日
間
）

災
害
訓
練

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇

新
規
入
職
者
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
発
表
会

＜病棟での動き＞
　★	   4 月	 ： 基礎看護技術の部署内オリエンテーション
　★	 4 ～ 5月	 ： 個人目標面談
　★	 5 ～ 6月	 ： 夜勤の開始
　★	 9 ～10月	 ： 年間パートナーと受け持ち患者支援、個人目標面談

新人看護師が、社会人としてのマナーや看護観の醸成、根拠に基づいた看護技術が習得でき
るように支援する。

高齢者の特徴及び必要なケアについて学び高齢者に対する看護実践能力を育成する（1 日研修）

目的

目的

項目 内容 担当講師

新人看護師バッジ

新人看護師の年間スケジュール

－ 高齢患者の看護医　研修プログラム －

高齢者の身体的、
精神的特徴 認知症看護認定看護師◆高齢者の心身の加齢変化と健康アセスメント

◆高齢者の理解、老齢介護の実際、高齢者の倫理

高齢者の身体的機能と
フレイル リハビリテーション部医師◆高齢者の身体的機能について

◆フレイル対策としてのリハビリ（予防と改善）

高齢者の皮膚の特徴と
皮膚トラブルへの対応

皮膚・排泄ケア
認定看護師

◆高齢者の皮膚の特徴、皮膚トラブルの原因と予防対策
◆スキンケア、トラブル時の具体的ケア

高齢者の栄養 集中ケア認定看護師◆高齢者の栄養アセスメントと必要なデータについて
◆栄養障害とサルコペニアについて

高齢者の摂食嚥下 摂食・嚥下障害
看護認定看護師

◆嚥下に関わるメカニズム、高齢者の摂食嚥下障害の特徴
◆食形態について
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全看護職員
レベルⅠ必須 基礎コース修了者 実践指導者コース修了者

看護師長の推薦を受けた者

知識の習得
●安全管理・感染管理・解剖生理
●静脈注射実施基準
●薬剤の基本的知識
●ME機器の特徴と取り扱い
（輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ ･ ｼﾘﾝｼﾞﾎﾟﾝﾌﾟ）

技術の習得
●清潔操作・ﾐｷｼﾝｸﾞ
●ﾍﾊﾟﾘﾝﾛｯｸ・輸液の交換
●三方活栓の取り扱い
　側管点滴
●血管確保

知識の確認
●輸液管理●静脈内注射
●ﾍﾊﾟﾘﾝﾛｯｸ●静脈穿刺

申請要件
●血管確保 10例
●ナーシングスキル満点

知識の習得
●静脈栄養について
●化学療法時の管理
●輸血・生物学的製剤の取り扱い
●ｼｮｯｸ時・ﾊｲﾘｽｸ薬の管理
●末梢・CV ﾗｲン管理、CV ﾎﾟｰﾄ管理
●血培採取について

知識の確認
●がん治療に伴うマネジメント
●抗生物質の用法と副作用の観察
●中心静脈カテーテルの管理
●輸血の管理
●薬剤ｱﾚﾙｷﾞｰ発症時の対応
●皮下植え込み型ポートの管理
●血培採取時の注意事項

技術の確認
●ナーシングスキル満点

知識の確認
●筆記試験 90点以上

静脈注射に関する
看護管理
●課題の明確化
●課題解決に向けた
　具体策の検討
●実践

実践報告
●部署の静脈注射に
関する看護管理実
践報告

血培採取の実際血培採取の実際血培採取の実際

ライン確保の実際ライン確保の実際ライン確保の実際

対象者

講義
演習

OJT

申請

テスト

修了認定 修了証
バッジ交付

修了証
バッジ交付

修了証
バッジ交付

基礎コース
目標：静脈注射に必要な知

識・実践能力を身に
付ける。

実践指導者コース
目標：安全な静脈注射の実施・

管理ができ、指導者の
役割が担える。

管理者コース
目標：部署の静脈注射に

関する課題の解決
に向け取り組むこ
とができる。

〈履修シートの提出〉 eラーニング学習

２０２３年度　現任教育　－静脈注射教育プログラム－



13

院内研修　－レベルⅠ教育－

ＢＬＳ

気管内吸引

エンゼルケア

目的

目的

目的

一時救命処置の理解と
手技が習得できる。

気管内吸引時に必要な観察を行い
正しい方法で気管内吸引ができる。

患者さん・ご家族に対する死亡時のケアの意義を理解し実践できる。
（ご家族への配慮、シャワー浴、更衣、エンゼルメイク）

演習のポイント
■	BLS の一連の流れ
■	胸骨圧迫の仕方
■	マスク換気方法
■	意識レベルの確認
■	AED の使用方法

胸 骨 圧 迫・
人工呼吸は
30:2 でいき
ましょう！

チューブの挿入長さは？	
吸引圧は？
吸引時間は？
痰を上手く取るコツは？

お顔をきれいに
しましょう。

お着替えしてお家
に帰る準備をし
ましょう。

上手く痰が出せな
いと吸引が必要に
なります。

講義
■呼吸の解剖・生理
■気管内吸引時の看護について

演習のポイント
■視診・聴診で蓄痰等の観察と早期

対応ができる。
■気管内チューブの管理と吸引の

手技を獲得する。

演習のポイント
■自己の体験の共有 
（グループワーク）

＜ケアの実際＞
顔のマッサージ

▼
シャワー浴
▼
更衣

・ネクタイの結び方
・エンゼルメイク

効果的な胸骨圧迫
は、しっかり押して
もどすこと！

顔のマッサージ 更衣の実際
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院内研修　－レベルⅡ教育－

フィジカルアセスメント

看護診断

目的

目的

フィジカルアセスメントに必要な知識・技術を獲得し、緊急性及び重症度の判断ができる。
フィジカルアセスメントに基づいた看護展開ができる。

臨床判断に基づく看護過程の展開ができる。

看護判断スキルアップ研修
（初級から上級まで段階を経て終了する）

看護診断指導者育成研修

知識の習得
（e ラーニング学習・テスト）
■正常呼吸音・心音
■異常呼吸音・心音

初
級
コ
ー
ス
（
６
時
間
）

目
標
：
看
護
判
断
の
意
味
・
意
義
・

	

活
用
を
理
解
す
る

上
級
コ
ー
ス
（
６
時
間
）

目
標
：
看
護
診
断
の
指
導
・
活
用
に

	

自
信
を
つ
け
る

事
例
検
討
会
（
院
内
）

目
標
：
看
護
診
断
と
看
護
介
入
を

	

振
り
返
り
、
臨
床
判
断
力
を

	

鍛
え
る

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
（
院
外
）

目
標
：
看
護
診
断
力
を
鍛
え
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ス
育
成
研
修

目
標
：
看
護
診
断
に
対
す
る
助
言
・

	

指
導
が
で
き
る

中
級
コ
ー
ス
（
６
時
間
）

目
標
：
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
診
断
プ
ロ
セ
ス

	

を
身
に
つ
け
る

	

看
護
診
断
に
必
要
な
知
識
を

	

身
に
つ
け
る

技術の習得
（シミュレーター活用）
■問診・視診・触診
■打診・聴診

事例で学ぶ
（シミュレーション）
■肺炎、心不全、イレウス、　DVT の

事例を通して臨床推論する。

コースクラックル？
ウィーズ？

捻髪音ってこんな音
なんだ・・・

肺音・心音の性状比較

大動脈弁、僧房弁領域で心音も確認！

脈拍も触診

心音と脈拍は合っ
ている？
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先輩ナースからのエール
10 階東病棟　根間 みなみ　（2022 年入職）
　私は新人看護師として呼吸器・消化器・感染内科に勤務しています。現在は新型コロナウイルス
感染症患者受け入れ専用病棟であり、コロナ禍で初めての新人看護師配属となりました。入職して
間もない頃は防護具を着用することですら精一杯で緊張の日々でしたが、先輩方の温かい指導や同
期の支えのおかげで、今では自信を持って患者さんと関わることができるようになりました。また、
様々な診療科の患者さんを看る中で、幅広い看護の知識や技術を日々学ぶことができています。特
殊な環境下ですが、どのような状況であっても患者さんとご家族のつながりを感じられる看護を提
供できるよう、これからも頑張っていきたいです。

9 階東病棟　安里 公一郎　（2022 年入職）
　私は循環器・腎臓高血圧・神経内科の病棟へ配属となりました。初めは覚える業務も多く、患者
の対応やケアに戸惑う事も多々ありました。しかし、教育サポーターや先輩方の手厚いサポートを
受け、徐々に自立して看護を行えるようになってきています。また、新人ナラティブ発表会ではに
より自分を見つめ直す機会があり、患者の身体的側面以外に気を向けられていなかったことに気づ
くことができました。良い看護を提供するためには、患者を知ることが非常に大切であり、そのた
めに日々患者の声に耳を傾け、トータルペインで捉えることができるよう意識しながら日々頑張っ
ています。

8 階西病棟　佐久間 博明（2006 年入職）
　私は、当院第一期生として特定行為研修へ参加しました。当院の自慢は、経験豊富な講師陣によ
る院内研修と、素晴らしい研修環境です。仕事と両立して研修に参加できることも魅力的です。私
は栄養、動脈血液採血、人工呼吸器の設定変更などを主として自部署で区分別行為を展開しています。
　特定行為の強みは、医療の視点で看護の専門性を発揮した臨床判断の提供をタイムリーに実践で
きることです。異常の早期発見を意識し、治療の長期化の予防に努めています。

手術部　比嘉 奈津子　（2008 年入職）
　手術室では、医療の進歩により様々な術式が導入され、各診療科の手術介助を習得する中で、大
変ではありますが、やりがいのある現場です。特殊体位での手術が増加しており、高齢者の増加、
既往疾患により脆弱な皮膚状態の患者さんも多くなっています。麻酔下で手術する患者さんの皮膚
障害を予防するためには、最新の知識の習得、技術向上が大事だと考え、創傷ケア院内認定看護師
を取得しました。手術を受けられる患者さんが不安な中、手術創以外の傷を残さないように手術室
看護師として試行錯誤し、努力しています。

8 階西病棟　大城 和志　（2021 年入職）
　私は、耳鼻咽喉科病棟で勤務しています。入職前は、学生時代の学びや看護技術が実際の医療現
場で通用するのか大きな不安がありました。しかし、新人の考えを尊重し、手厚いサポートをして
くれる先輩が多く、やりがいを持って看護実践することができました。
実際に学んだことや新しくできるようになったケアが患者様の援助に繋がり、「ありがとう」と言っ
ていただけると嬉しく思います。これからも患者様に寄り添った看護を提供できるように頑張って
いきたいです。

9 階西病棟　徳元 裕子（2019 年入職）
　私は内分泌代謝・血液・膠原病内科の病棟に配属されて 5年目になります。日々、患者さんやご
家族との関わり、時間切迫・多重課題などにどう対応したらよいか戸惑い悩むことも多くありました。
しかし、師長や先輩方が優しく寄り添ってくださり、同期と励まし合い、自身の看護を振り返り実
践につなげることができました。また、コロナ禍では多くの困難もありましたが、スタッフ一同連
携して日々を乗り越えることができました。今後は日本糖尿病療養指導士取得を目標とし専門的知
識に基づいた看護を提供できるよう努めたいと思います。初心を忘れず、患者さんやご家族の安心・
安全を第一に、看護ケアを実践していきたいです。
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働き続けられる職場環境
周産母子センター　西 巳奈子　（2000 年入職）
　私は2000年に琉球大学病院に入職し、もう20年以上がたちました。その間に4人の子どもが誕
生し、仕事と子育ての両立に何度も悩まされながらも、家族や職場の上司、同僚に支えられながらこ
こまでやってこられました。配属されたそれぞれの部署では、忙しい中でも多くの学びが得られました。
もちろん挫折しそうなこともありましたが、それ以上に素晴らしい出会いや喜びがありました。現在、
成長した息子たちからは当たり前のように「お母さんすごいね」「がんばってきてね」と声をかけられ
ます。その言葉を聞くと、つらい時期を乗り越えられた、頑張ってよかった！と思います。
　子育ての悩みは成長段階によって変化し、まだまだ現在進行形中ですが、今もまさに周囲のサポー
トがあって、働くことができています。これからも感謝の気持ちを大事に、笑顔で明るい健康な看護
師をモットーに、楽しく働いていきたいと思います。

感染対策室　渡慶次 道太／集中治療部　渡慶次 綾乃
　我々夫婦は、琉球大学病院に勤務して 11 年を迎えようとしています。そ
の間、娘が誕生し、今年で 6歳になります。現在、我々夫婦は、感染対策室
と集中治療部に配属されており、新型コロナウイルス感染症をはじめ、幾多
の感染症に微力ながらも対応できるよう尽力しております。子育てにおいて
は、育児時短勤務制度や実家の手厚いサポートのおかげで、夫婦ともに病院
勤務と子育てを両立させ、娘の健やかな成長を見守ることができています。
　当院ではキャリアアップ支援も充実しています。夫は 2年間に渡る課題解
決型高度医療人材養成プログラムに参加させていただき、臨床 /看護研究に
ついて深く習熟させることができました。更に、部署の上司や同僚の支援も
あり、感染管理認定看護師や排泄ケア専門員の資格を取得することができま
した。また、妻はがん患者の退院支援・在宅療養支援コースを受講し、看護

師として幅広く知識と技術の向上を図る機会を得ることができました。2025 年には、新病院移転と開院が控えています。
今後は、私たちの未来に、看護の声が届くように不惜身命の思いで精進していきます。

７階西病棟　請舛 亮太郎（2012 年入職）
　私は 11年目看護師として、循環器内科病棟での経験を経て、現在は消化器外科病棟で勤務し
ています。治療は手術や化学療法、放射線治療、内視鏡的治療と多岐に渡り、患者さんは急性期
治療から終末期まで幅広く、また、高度医療に必要な臨床判断を学ぶだけでなく、意思決定支援
やグリーフケア、看護の奥深さを日々学んでいます。働く中で、初めは認定看護師や特定行為看
護師を目指していましたが、成長していく後輩への指導にやりがいを感じ、現在は副師長として
教育管理に携わっています。流行する感染症のなかで、臨地実習経験が少ない新人を迎え入れる
にあたり、病棟での教育体制変革に向けて取り組んでいます。向上意欲の高いスタッフと共に、
皆さんと一緒に働ける日を楽しみにしています。

琉球大学病院保育園（いずみ保育園） 病後児保育室（ゆくるーむ）
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部 署 紹 介

■ ベッド数：42 床 ( 感染症病床：6 床、結核病床：4 床を含む )
　当病棟では、毎年「呼吸療法士」の資格取得に挑戦し、人工呼吸
器管理など質の高い呼吸器ケアの提供に取り組んでいます。また、
肝炎コディネーターの資格をもつ看護師が医師、栄養士、薬剤師と
協働で「肝炎教室」を開催し、肝炎予防や治療の啓蒙活動に繋げて
います。さらに、日本エイズ学会認定看護師を中心に多職種カンファ
レンスや、症例報告会に参加し、エイズ治療・看護の質向上に取り
組んでいます。一昨年から新型コロナウイルス感染症患者の受け入
れ専用病棟として、感染対策を行いながら診療介助、看護ケアを実
施しています。

( 看護師長　仲村　なおみ )

第一内科：呼吸器・消化器・感染内科

10 階 東病棟
人工呼吸器管理人工呼吸器管理

■ ベッド数：48 床
　急性期、慢性期の循環器・腎臓高血圧・神経疾患患者さんの早期
回復をめざし、多職種や地域との連携を大切にしています。心疾患
においては心臓リハビリチームと連携し、多職種で慢性心不全カン
ファレンスを充実させ、早期回復に繋げています。また、腎不全患
者に対しては血液浄化療法部と協働しチームで腹膜透析、維持透析
時の意思決定支援に力を入れています。非がん患者さんの緩和ケア
や高齢者看護など看護実践力の向上に取り組んでいます。

( 看護師長　上原　泉 )

第三内科：循環器・腎臓高血圧・神経内科

９階 東病棟
心リハ療法士による退院に向けてのリハビリ風景心リハ療法士による退院に向けてのリハビリ風景

■ ベッド数：47 床
　腎泌尿器外科・皮膚科ともに癌を有する患者が多く、周術期から

終末期まで様々な病期の看護を提供しています。

　腎泌尿器外科では腎移植看護やウロストミーケア、排尿自立に向

けた指導を中心に実践しています。また、皮膚科では難治性の皮膚

疾患を抱えた患者さんのスキンケアに加え、感染予防や疼痛緩和に

力を入れています。

（看護師長　城間　弥生）

腎泌尿器外科、皮膚科、第一内科

10 階 西病棟
ウロストミーケアの指導ウロストミーケアの指導

■ ベッド数：48 床
　糖尿病療養指導士を中心に患者・家族を対象とした生活習慣予防

教室を開催しています。個別指導として糖尿病療養指導カードを用

い、患者の生活スタイルにあった指導を行い在宅療養が継続でき

るように取り組んでいます。また、造血幹細胞移植推進拠点病院と

なり患者さんが安心して治療を受けられるようにサポートしていま

す。

( 看護師長　島袋　優子 )

第二内科：内分泌・血液内科

９階 西病棟
インスリン自己注射指導インスリン自己注射指導
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■ ベッド数：48 床
　脳神経外科では、手術前、手術後、治療（放射線・化学療法）を
受ける患者さんの看護を実践しています。また、リハビリと連携し
運動機能や摂食嚥下機能のリハビリを強化。リハビリ、栄養課と連
携し患者さん個々に合わせた食事を提供出来るよう連携を強化して
います。
　眼科では、外来・病棟看護師が連携を取り、患者さんが安心して
治療に臨めるようクリニカルパスを活用し、入院時の説明を行って
います。

( 看護師長　山川　知美 )

脳神経外科、眼科

８階 東病棟
摂食嚥下機能障害の患者へのリハビリ摂食嚥下機能障害の患者へのリハビリ

■ ベッド数：48 床
　病棟では高侵襲の手術が多く、合併症予防・早期回復のための全

身観察や術後早期からのリハビリ、生活背景に即した退院指導等を、

多職種を含めたチームが一丸となって取り組んでいます。また、患

者誤認や転倒予防への取り組みや、認知症・せん妄予防ケアにも力

を入れ、安全で安心な療養生活が過ごされるよう支援しています。

（看護師長　玉城　賢志）

第二外科：胸部・心臓血管外科

７階 東病棟
状態観察しながらの術後早期リハビリ状態観察しながらの術後早期リハビリ

■ ベッド数：48 床
　当病院の主な疾患は、頭頚部の悪性疾患、口腔内腫瘍、慢性中耳
炎などです。手術や放射線・化学療法を受ける患者さんが多く、専
門的なケアを実施しています。特に、口腔内のアセスメントとケア
に力を入れており、口腔ケア学会認定看護師が中心となってケアを
実施しています。また、NSTチーム、緩和ケアチームなど多職種と
連携し、患者さんのQOLの維持・向上に向けた支援に取り組んで
います。

（看護師長　佐久間　　明）

耳鼻咽喉科、歯科口腔外科、形成外科

８階 西病棟
口腔ケア学会認定看護師による口腔内ケア口腔ケア学会認定看護師による口腔内ケア

■ ベッド数：48 床
　周術期治療、癌治療、生体肝移植などの高度先進医療を行ってい

ます。患者さんの背景を捉え、患者さんの力を引き出すために、「み

て、触れて、考える」ことを大切に、医療・看護を提供しています。

早期回復を目指し、合併症予防のためリハビリにも力をいれていま

す。また、多職種で連携し、癌化学療法、褥瘡・皮膚創傷ケア、人

工肛門ケア、退院支援などを強化しています。

( 看護師長　宮城　和美 )

第一外科：消化器外科・内分泌外科、麻酔科

７階 西病棟
認定看護師とのベッドサイド褥瘡カンファレンス認定看護師とのベッドサイド褥瘡カンファレンス
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■ ベッド数：48 床

　筋骨格系疾患の患者さんを対象に各年齢層の身体的特徴、心理面

を捉えた看護を提供しています。術後は合併症予防に努め、早期離

床と患者さんの状態に併せた日常生活の援助・指導を行っており、

医師・理学療法士・作業療法士・栄養士・薬剤師など多職種カンファ

レンスで情報を共有・連携しながら患者さんを支援しています。

( 看護師長　友利　あかね )

整形外科

６階 東病棟
体幹装具の装着方法の指導体幹装具の装着方法の指導

■ ベッド数：40 床

　精神科神経科病棟では、身体合併症や手術を要する患者、妊産婦、
児童思春期の疾患など、急性期の治療が必要な患者を積極的に受け
入れ、看護ケアを実践しています。
　リエゾンチームでは、一般科の身体疾患治療中に起こる患者の心
理的問題に介入し、心のケアと医療者の支援を行っています。また、
医師・看護師・PSWで退院前自宅訪問の実施、地域の関連機関と
のカンファレンスを行い、退院支援に取り組んでいます。

（看護師長　大城　真須美）

精神科神経科

５階 東病棟

摂食障害者への退院支援摂食障害者への退院支援
（ミールセッション）（ミールセッション）

■ ベッド数：38 床

　当小児科は、沖縄県内唯一子どもの造血幹細胞移植を行っていま
す。他職種チームによる移植後患者のQOL向上を目指した、フォ
ローアップ外来を開設し活動しています。
　小児看護では、幅広い年齢層の発達段階に応じた対応が求められ
ていることから、幼児期・学童期の子どもたちにはプレパレーショ
ンを行い、入院・処置に対する不安軽減に努めています。また、季
節にちなんだレクリエーションを開催し、長期入院の子ども達にも
季節を感じてもらい、リフレッシュできるよう頑張っています。

( 看護師長　比嘉　泉 )

小児科

６階 西病棟
プレパレーションを用いた患児への説明プレパレーションを用いた患児への説明

■ ベッド数：31 床

　婦人科の手術・薬物療法・放射線療法前に患者指導を行い、副

作用症状の予防や早期対応に努めています。また、下肢リンパ浮

腫に対するリンパマッサージや排尿自立支援に力を入れています。

2020 年 5月に外来プール制を導入し継続看護の強化を図っていま

す。チーム医療を推進し広い視点で個別性に応じた患者支援に繋げ

ています。

( 看護師長　下地　生恵 )

婦人科

４階 東病棟
リンパ浮腫指導リンパ浮腫指導
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■ ベッド数：20 床
　当科は、放射線検査、治療部門のおける診療の介助と看護ケアを
提供しています。安心・安全に配慮して医療看護を提供しています。
どの部門においても急変時・緊急時の対応が出来る人材育成、シミュ
レーション教育にも力を入れております。
　また、病棟においては放射線単独療法から、併用療法、分子標的
薬物療法、動注療法や塞栓療法等を受ける患者さんの副作用ケアに
力を入れています。さらに治療部門では、がん放射線認定看護師を
専従配置し、全人的な看護を掲げ、患者さんの不安の軽減、放射線
皮膚炎等の症状緩和に向けた、スキンケア指導を強化してセルフケ
アをサポートしています。	 ( 看護師長　里見　嘉都美 )

放射線科、耳鼻咽喉科、腎泌尿器外科

１階 西病棟
PET-CT 検査時の患者への検査説明PET-CT 検査時の患者への検査説明

■ ベッド数：8 床

　集中治療部は高度で専門的な治療や看護を必要とする患者さんが

入室する病棟です。医師、看護師、理学療法士、臨床工学技士など

でカンファレンスを行い、治療・処置・リハビリなどについて検討

し看護ケアに活かしています。

　また、急性期リハビリ・せん妄予防ケア・栄養・口腔機能評価に

取り組み、合併症予防に努めています。

( 看護師長　具志　香奈絵 )

集中治療部

４階
ICU ベッドサイドリハビリICU ベッドサイドリハビリ

■ ベッド数：32 床 ( 産科 20 床・NICU6 床・GCU6 床 ) 

　地域周産期母子センターとして地域と連携し、ハイリスク妊産褥

婦に対して妊娠初期から退院後 1か月間、育児遂行力の向上に繋が

るよう保健指導を充実させています。

　NICU・GCUでは、重症患児や低出生体重児への重症ケアに対応

しながら、カンガルーケアを通して母子の愛着形成に繋がるようケ

アを提供しています。

( 看護師長　比嘉　美津代 )
( 認定看護管理者 )

産科・NICU・GCU

４階 周産母子センター
退院間近の GCU 患児のケア退院間近の GCU 患児のケア

■ ベッド数：11 床

　周術期看護は、主に術中を中心とした安全・安心な看護を提供し

ています。手術に特化した知識や技術が必要とされ、進歩する医療

技術に対応できるよう日々自己研鑽し専門性を高めています。

　ロボット支援手術や、ハイブリット手術、生体肝移植術など、最

先端の高難度手術を安心・安全な手術に向けコメディカルと協働し

ています。

( 看護師長　根保　愛 )

手術部

４階
最先端手術における直接介助最先端手術における直接介助
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■ 診療科：21 科	

　患者の満足度とQOLの向上をめざし、接遇強化や患者誤認防止
対策を継続しています。患者が安心して入院し退院後の生活も不安
なく送れるように病棟と情報共有の強化に取り組んでいます。さら
に、専門分野の資格者を活用し、専門・認定看護師と連携を図って
います。外来化学療法室や糖尿病療養指導、皮膚・排泄ケア、がん
看護外来、HIV 療養指導、造血幹細胞移植後外来など多岐にわたり、
看護師が活躍しています。

( 看護師長　宮城　京子 )

外来

１～３階
模型を使ったインスリン自己注射の指導模型を使ったインスリン自己注射の指導

■ 外来ベッド数：6 床　HCU：6 床

　救急外来は 1次から 3次までの救急患者を 24時間体制で受け入
れています。重症、心肺停止患者の初療処置・検査・治療までをチー
ムで取り組んでいます。
　また、院内トリアージを導入し、重要度、緊急度を見極め、その
後、定期的な検証の実施を行い、知識、技術の向上に努めています。
HCUは救急外来から入院する小児から高齢者まで各科の重症患者
を受け入れています。クリティカルケア看護が安全に提供できるよ
うチームで取り組んでいます。

( 看護師長　島袋　博美 )

救急部

２階
心肺停止患者受け入れ時の対応シミュレーション心肺停止患者受け入れ時の対応シミュレーション

　材料部では医療材料の物流管理と、医療機器の洗浄・滅菌業務を

行っています。洗浄・滅菌には専門的な知識と技術が必要であり、

第一種滅菌技師、第二種滅菌技士資格取得者により、目視点検や洗

浄評価、滅菌の質保証体制の整備を行っています。患者さんに安心・

安全な医療器材を提供するために品質管理の向上を図っています。

( 看護師長　宮城　孝徳 )

材料部

３階
洗浄後の機材の拡大鏡を使った目視点検洗浄後の機材の拡大鏡を使った目視点検

■ ベッド数：20 床

　急性から慢性腎不全の血液透析を初め、腹膜透析外来、腎代替療

法外来、アフェレシスなど多種多様な療法に対応しています。

　また、重症患者の循環管理、感染管理などに取り組み、安全な透

析医療の提供するため医師・看護師・臨床工学技士・管理栄養士が

各々の専門性を発揮しチーム医療の推進を図っています。

( 看護師長　古謝　美智子 )

血液浄化療法部

２階
血液透析中の多職種による安全確認血液透析中の多職種による安全確認
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　医療福祉支援センターには、医師や看護師・ソーシャルワーカー・
事務職などが協働して患者さんの社会的・経済的問題や医療・看護
等に関わる様々な不安や心配事の相談に応じています。入院準備室
や退院調整部門では、入院が決定した時点から安心して入院生活が
送れるよう入院前から退院を見据えた問題点を抽出し、多職種と連
携し、地域の医療機関や関連施設への転院、訪問看護ステーション
などと連携し在宅療養支援に繋げています。

( 看護師長　原永　賀子 )

医療福祉支援センター

２階
入院や退院支援に向けての相談入院や退院支援に向けての相談

■ 検査室 ： 4 室（透視室１室）

　光学診療部では、内視鏡を使用して上部・下部内視鏡・小腸内視鏡・
気管支鏡・カプセル内視鏡・逆行性膵胆管造影検査・治療などを専
門的に行っています。
　安全・安楽に内視鏡検査・治療を行うため、外来や病棟と連携し、
検査前から患者さんに寄り添いながら、不安の軽減に努めています。
チーム医療として安全に検査・治療を実践するため医師、看護師、
臨床工学技士などのコメディカルと協働し取り組んでいます。更に
看護師も内視鏡技術師の資格を取得し専門性を高めています。

（副看護師長　金城　真由美）

光学医療診療部（内視鏡室）

４階
検査・治療前のタイムアウトの実践検査・治療前のタイムアウトの実践

　病院敷地内に隣接したおきなわクリニカルシミュレーションセン

ターで臨床と同じ環境下において、何度でも繰り返しトレーニング

することで看護技術が習得できる施設です。静脈注射の個人練習や

テストを実施し、技術評価を行っています。院内 ICLS（急変トレー

ニング）を実施し、少人数のグループできめ細かな指導を行ってい

ます。

( 看護師長　知名　智子 )

おきなわクリニカルシミュレーションセンター（ちゅら sim）

別館
気管内吸引のタスクトレーニング気管内吸引のタスクトレーニング

看護師宿舎
入居希望者に対し、大学敷地内に職員宿舎（ワンルームマン
ションタイプ）を用意しています。
★全室個室無料提供　★女性独身者対象
★光熱費・水道料は個人負担

間取り

看護師宿舎全景



　看護師募集については、ホームページの採用情報をご覧くだ
さい。採用試験、インターンシップ、施設見学、先輩との交流会情
報についても、随時ホームページにアップします。
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